
1．
背
  

テ
キ
ス
ト
惜
搾
の
中
に
は
、
「
25
歳
」
「
10
00
0円
」
等
、
多
く
の
数
値
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
。
通
常
、
  

サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
や
テ
キ
ス
ト
へ
の
索
引
付
け
ツ
ー
ル
で
は
、
数
値
情
報
は
、
そ
の
ま
ま
数
字
の
文
字
列
と
  

し
て
取
り
扱
う
か
、
♯
や
0な
ど
の
数
値
を
表
す
特
殊
記
号
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
  

が
ら
、
数
値
は
、
異
な
る
数
値
間
に
順
序
を
持
つ
（
例
え
ば
、
“
20
0”
は
“
10
0”
よ
り
大
き
く
、
“
10
1”
は
  

“
10
0”
と
近
い
）
等
、
他
の
文
字
列
と
究
な
る
性
質
を
持
つ
。
こ
う
い
っ
た
数
値
の
特
性
を
活
用
し
た
検
索
  

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
中
の
数
値
か
ら
の
知
識
発
見
に
大
き
く
貞
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
  
 

例
え
ば
、
数
字
を
全
て
同
一
に
扱
う
シ
ス
テ
ム
で
は
、
“
1”
，
“
2”
，
“
21
3”
，
 

“
21
5”
と
い
う
晃
な
る
数
字
  

文
字
列
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
「
類
似
す
る
数
字
（
こ
こ
で
は
例
え
ば
“
1”
  

と
“
2”
、
“
21
3，
，
と
“
21
5，
り
 を
同
一
に
扱
い
、
そ
う
で
な
い
数
字
（
こ
こ
で
は
例
え
ば
“
1”
と
“
21
3，
り
  

を
別
に
扱
う
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
数
値
の
性
質
を
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
  

こ
れ
は
、
数
字
の
範
周
表
現
（
上
の
例
で
は
、
例
え
ば
“
【
1．
．
2】
”
と
“
［
21
3・
・
21
5】
”
と
い
う
2つ
の
異
な
る
  

数
値
範
囲
）
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
実
現
で
き
る
。
我
々
は
、
与
え
ら
れ
た
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
適
切
  

な
数
値
範
囲
を
導
く
機
能
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
数
値
範
囲
を
検
索
ク
エ
リ
と
し
て
用
い
る
検
索
機
能
を
  

備
え
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
。
前
者
は
数
値
範
囲
を
見
つ
け
る
た
め
の
★
1、
後
者
は
、
見
つ
け
た
  

数
値
範
囲
を
使
う
た
め
の
機
能
で
あ
る
と
言
う
事
が
出
来
る
。
例
え
ば
ユ
ー
ザ
は
、
「
【
10
0‥
20
0】
円
」
と
  

い
っ
た
ク
エ
リ
を
用
い
、
「
“
円
”
の
左
側
に
10
0以
上
20
0以
下
の
数
値
を
含
む
文
字
列
」
を
取
り
出
す
  

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
は
数
値
の
範
囲
を
、
通
常
の
文
字
列
と
同
様
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
  

る
よ
う
に
な
る
。
  
 

こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
数
値
の
取
り
扱
い
は
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
タ
ス
ク
、
特
に
、
数
値
文
字
  

列
を
、
文
脈
情
報
と
し
て
用
い
る
場
合
に
有
用
で
あ
る
。
例
え
ば
、
単
語
の
類
似
度
を
測
定
す
る
際
、
一
般
  

に
は
、
各
単
語
uJ
に
関
連
す
る
語
（
ぴ
の
周
辺
に
出
現
す
る
語
、
ぴ
と
係
り
受
け
関
係
に
あ
る
語
、
等
）
  

の
出
現
分
布
情
報
を
単
語
び
の
意
味
を
表
す
情
報
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
の
類
似
度
を
計
算
す
る
こ
と
に
  

よ
り
単
語
同
士
の
類
似
度
を
測
る
。
我
々
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
の
文
脈
情
報
に
、
「
数
値
の
頬
似
度
」
と
  

い
う
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
コ
ー
ヒ
ー
」
「
紅
茶
」
「
定
食
」
と
い
っ
  

接
尾
辞
配
列
と
デ
イ
リ
ク
レ
過
程
混
合
モ
デ
ル
を
用
い
た
  

テ
キ
ス
ト
中
の
数
値
表
現
マ
イ
ニ
ン
グ
  

吉
 田
  

稔
†
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佐
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テ
キ
ス
ト
中
に
は
、
「
25
歳
」
「
10
00
0円
」
等
、
数
値
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
格
納
さ
れ
て
  
 

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
数
字
と
し
て
表
現
さ
れ
た
数
値
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
  

「
テ
キ
ス
ト
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
数
値
」
を
対
象
と
し
た
、
新
し
い
マ
イ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
  
 

る
。
提
案
シ
ス
テ
ム
は
、
「
［
20
0‥
80
0】
円
」
の
よ
う
な
数
値
の
範
囲
を
ク
エ
リ
と
し
て
用
い
る
こ
と
  
 

が
で
き
、
ま
た
、
検
索
結
果
に
現
れ
る
数
値
を
、
範
囲
表
現
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
  
 

ス
テ
ム
は
、
接
尾
辞
配
列
を
用
い
た
文
字
列
検
索
と
、
デ
イ
リ
ク
レ
過
程
混
合
モ
デ
ル
を
用
い
た
数
  
 

値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
応
用
と
し
て
、
数
値
範
問
を
ク
エ
リ
や
結
果
に
  
 

含
む
連
接
語
抽
出
と
同
義
語
抽
出
の
実
行
例
を
示
す
。
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★
1な
お
、
本
絹
で
は
、
テ
キ
ス
ト
検
索
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
ア
ル
ゴ
  
 

リ
ズ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
適
川
可
能
で
あ
る
。
  
 



た
3つ
の
単
語
の
類
似
度
を
測
る
と
き
、
そ
の
周
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
「
20
0円
」
「
18
0円
」
「
10
00
円
」
と
  

い
っ
た
数
値
文
字
列
が
出
現
し
て
い
た
場
合
、
「
“
20
0”
と
“
18
0”
を
同
一
視
し
、
“
10
00
”
は
別
に
扱
う
」
  

と
い
う
処
理
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
「
コ
ー
ヒ
ー
」
と
「
紅
茶
」
が
、
「
コ
ー
ヒ
ー
」
と
「
定
食
」
よ
  

り
も
似
て
い
る
、
と
い
う
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
  
 

前
者
の
「
数
値
範
囲
を
発
見
す
る
」
問
題
に
対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
は
、
確
率
モ
デ
ル
DP
M（
Di
ri
ch
le
t 
 

Pr
oc
es
sM
ix
血
re
，
デ
イ
リ
ク
レ
過
程
混
合
分
布
）
を
利
用
し
た
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。
DP
Mク
ラ
  

ス
タ
リ
ン
グ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
タ
数
を
事
前
に
指
定
せ
ず
、
自
動
的
に
適
切
な
ク
ラ
ス
タ
  

数
が
推
定
さ
れ
る
。
混
合
分
布
と
し
て
は
、
DP
Mの
例
と
し
て
一
般
的
な
混
合
正
規
分
布
を
用
い
る
9）
。
  

DP
Mモ
デ
ル
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
割
り
当
て
の
問
題
に
対
し
て
は
、
MC
MC
7）
、
変
分
ベ
イ
ズ
法
2）
、
A＊
  

サ
ー
チ
・
ビ
ー
ム
サ
ー
チ
6）
等
の
近
似
解
法
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
問
題
設
定
は
、
こ
れ
ら
先
行
  

研
究
で
議
論
さ
れ
て
い
た
問
題
と
は
、
数
値
範
囲
を
推
定
す
る
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
数
値
範
囲
の
  

推
定
の
た
め
に
は
、
推
定
さ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
割
り
当
て
に
対
し
、
「
連
続
す
る
領
域
へ
の
分
割
」
と
い
う
制
  

約
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
制
約
を
ど
の
よ
う
に
既
存
の
推
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
導
入
す
る
か
は
自
明
で
は
な
  

い
。
こ
の
よ
う
な
領
域
分
割
へ
DP
Mク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
適
用
し
た
先
行
研
究
は
、
我
々
の
知
る
限
り
で
  

は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
比
較
的
少
数
の
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
、
最
適
な
分
  

割
が
、
単
純
な
CI
く
Y法
に
よ
り
高
速
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
貪
欲
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
  

も
よ
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
用
い
て
可
能
に
な
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
例
を
2つ
紹
介
  

す
る
。
ひ
と
つ
は
「
用
例
検
索
」
で
あ
り
、
ク
エ
リ
に
連
接
し
や
す
い
文
字
列
を
返
す
と
い
う
タ
ス
ク
で
あ
  

る
。
Nu
mb
er
Su
紀
Ⅹ
Ar
ra
yを
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
「
数
値
の
範
囲
」
を
ク
エ
リ
及
び
検
索
結
果
に
含
  

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
今
ひ
と
つ
は
「
同
義
語
抽
出
」
で
あ
り
、
ク
エ
リ
と
類
似
し
た
意
味
を
  

持
つ
文
字
列
を
返
す
と
い
う
タ
ス
ク
で
あ
る
。
Nu
mb
er
S山
限
Ⅹ
Ar
ra
yを
用
い
て
ク
エ
リ
や
文
脈
に
「
数
  

値
の
範
囲
」
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
同
義
語
抽
出
精
度
の
向
上
や
、
「
数
値
の
範
囲
」
と
類
似
し
た
意
味
  

を
持
つ
文
字
列
の
取
得
、
等
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
  
 

数
値
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
検
索
会
社
に
よ
る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
Fo
nt
ou
ra
  

ら
5）
は
、
文
書
に
付
随
す
る
数
値
メ
タ
情
報
を
用
い
て
検
索
文
書
を
限
定
す
る
た
め
に
、
数
値
に
よ
る
In
＿
  

ve
rt
ed
In
de
x（
転
置
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
Go
og
le
英
語
版
で
  

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
“
‥
”
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
数
値
範
囲
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
（
例
え
ば
、
ク
エ
リ
  

“
10
0．
．
20
0d
ol
la
rs
”
に
よ
り
、
“
12
5d
ol
la
rs
”
，
“
14
7d
ol
la
rs
”
と
い
っ
た
文
字
列
を
含
む
文
書
が
検
索
  

で
き
る
。
）
In
ve
rt
ed
In
de
xに
よ
り
、
数
値
の
存
在
す
る
位
置
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
れ
に
  

射
し
Nu
mb
er
Su
抗
Ⅹ
Ar
ra
yで
は
、
位
置
情
報
に
加
え
て
、
連
接
す
る
文
字
列
の
集
合
を
得
る
こ
と
が
  

で
き
る
。
連
接
文
字
列
情
報
は
、
単
純
な
検
索
に
限
っ
て
も
、
連
接
文
字
列
に
よ
る
検
索
結
果
の
絞
り
込
み
  

（
例
え
ば
、
「
数
値
＋
“
円
”
」
の
文
字
列
の
み
を
取
り
出
す
）
に
お
け
る
高
速
化
等
に
役
立
つ
が
、
加
え
て
、
  

前
述
の
通
り
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
不
可
欠
な
情
報
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
N心
mb
er
Su
侃
Ⅹ
  

Ar
ra
yは
、
通
常
の
In
ve
rt
ed
In
de
xに
よ
る
「
検
索
」
の
た
め
の
数
値
索
引
付
け
を
、
よ
り
「
テ
キ
ス
  

ト
マ
イ
ニ
ン
グ
」
に
適
し
た
形
に
拡
張
し
た
も
の
と
言
え
る
。
  
 

現
在
の
我
々
の
シ
ス
テ
ム
の
限
界
と
し
て
は
、
ま
ず
、
「
連
続
す
る
数
字
」
の
み
を
（
整
数
）
数
値
文
字
列
と
  

し
て
定
義
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
“
10
，
00
0”
と
“
10
00
0”
や
“
10
00
0．
0”
、
  

さ
ら
に
は
「
一
万
」
等
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
1．
5キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
と
「
15
00
メ
ー
ト
ル
」
  

の
よ
う
な
単
位
の
違
い
に
も
対
応
で
き
な
い
。
こ
れ
は
「
数
字
同
義
語
」
を
抽
出
す
る
問
題
で
あ
り
、
本
稿
  

の
範
囲
を
超
え
て
い
る
た
め
取
り
扱
わ
な
い
が
、
重
要
な
将
来
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
  
 

ま
た
、
索
引
構
造
と
し
て
Su
fR
xA
rr
ay
を
用
い
て
い
る
た
め
、
We
b全
体
の
よ
う
な
大
規
模
な
文
書
  

集
合
に
適
用
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
「
特
定
サ
イ
ト
の
文
書
集
合
  

（
あ
る
大
学
の
We
bペ
ー
ジ
全
体
、
等
）
」
や
、
「
特
定
日
的
の
文
書
集
合
（
Wi
ki
pe
di
a全
体
、
等
）
」
の
  

よ
う
に
、
「
限
定
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
コ
ー
パ
ス
」
が
、
数
ギ
ガ
バ
イ
ト
の
サ
イ
ズ
に
達
す
る
こ
と
も
多
く
、
  

提
案
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
中
規
模
文
書
集
合
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
第
一
目
的
と
し
て
  

い
る
。
  
 

以
上
、
本
研
究
の
主
な
貞
献
を
ま
と
め
る
と
、
（
1）
数
値
範
囲
を
検
索
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
索
引
構
  
 

の
  
∽
  
い
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
解
に
近
い
解
を
、
遥
か
に
高
速
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
示
す
。
提
案
ア
ル
ゴ
リ
ズ
  

lム
は、
要素
数1
00の
数値
コレ
クシ
ョン
に対
する
クラ
スタ
リン
グを
、平
均0
．0
002
秒で
行う
こ 
 

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
、
一
般
的
な
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
タ
ス
ク
に
対
す
  

る
推
定
時
間
6）
よ
り
も
遥
か
に
高
速
で
あ
り
、
こ
の
速
度
に
よ
り
、
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
、
テ
キ
ス
ト
  

マ
イ
ニ
ン
グ
の
部
分
処
理
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
現
実
的
に
な
る
。
  

後
者
の
数
値
範
囲
に
よ
る
検
索
の
実
現
の
た
め
、
我
々
は
、
基
本
的
な
索
引
構
造
と
し
て
Su
凪
Ⅹ
Ar
ra
y 
  

（
接
尾
辞
配
列
）
を
採
用
し
、
S山
阻
Ⅹ
Ar
r町
を
利
用
し
て
数
値
を
検
索
す
る
た
め
の
手
法
を
提
案
す
る
。
提
  
 

案
手
法
で
は
、
高
速
化
の
た
め
、
さ
ら
に
Nu
mb
er
Ar
ra
yと
い
う
索
引
構
造
を
追
加
す
る
。
Nu
mb
er
  
 

Ar
ra
yの
サ
イ
ズ
は
Su
fR
xA
rr
ay
よ
り
も
大
幅
に
小
さ
い
た
め
、
必
要
な
メ
モ
リ
領
域
の
量
は
通
常
の
  

Su
組
Ⅹ
Ar
ra
yと
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
  

本
稿
で
は
、
我
々
の
提
案
シ
ス
テ
ム
を
、
N
u
m
b
e
r
 
S
u
f
B
x
 
A
r
r
a
y
と
呼
ぶ
。
N
u
m
b
e
r
S
u
f
R
x
 
 

Ar
r町
で
は
、
以
下
の
2つ
の
操
作
が
可
能
で
あ
る
。
  

頻
度
計
測
：
ク
エ
リ
（
数
値
範
囲
を
含
む
）
の
頻
度
を
測
定
す
る
。
  

連
接
文
字
列
取
得
：
ク
エ
リ
（
数
値
範
開
を
含
む
）
に
連
接
す
る
全
文
字
列
へ
の
索
引
を
取
得
す
る
。
  

こ
こ
で
ク
エ
リ
は
、
数
値
範
囲
を
複
数
含
ん
で
い
て
も
、
数
値
範
囲
と
通
常
の
文
字
列
が
浪
在
し
て
い
て
  



数
値
範
囲
ク
エ
リ
 通
常
の
文
字
列
検
索
に
加
え
、
Nu
mb
cr
Su
用
．
xA
rr
ay
で
は
、
数
値
範
囲
を
ク
エ
リ
  
 

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
［
10
00
．
．
20
00
〕
」
と
い
う
ク
エ
リ
★
1に
よ
り
、
10
00
以
  
 

上
20
00
以
下
の
数
値
を
す
べ
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
［
30
‥
50
］
人
」
の
よ
う
に
、
  
 

数
値
範
囲
と
通
常
の
文
字
列
を
混
在
さ
せ
た
ク
エ
リ
も
可
能
で
あ
る
。
  

検
索
結
果
の
数
値
範
囲
に
よ
る
表
示
 N
um
be
rS
u爪
Ⅹ
Ar
ra
yは
さ
ら
に
、
複
数
の
検
索
結
果
を
、
数
  
 

値
範
国
を
用
い
て
ま
と
め
る
機
能
を
持
つ
。
例
え
ば
、
「
30
0円
」
「
33
0円
」
「
35
0円
」
と
い
う
検
  
 

索
結
果
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
［
30
0‥
35
0］
円
」
と
い
う
結
果
と
し
て
表
示
す
る
  

こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
範
囲
の
数
値
を
ま
と
め
て
表
示
す
る
か
ば
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
自
動
  

的
に
判
別
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
1」
と
「
10
00
00
0」
を
ま
と
め
て
「
［
1‥
10
00
00
0］
」
と
な
る
、
  

と
い
っ
た
、
不
自
然
な
数
値
範
囲
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
  

3．
数
値
範
囲
ク
エ
リ
に
よ
る
検
索
  

本
節
で
、
前
者
の
数
値
範
囲
ク
エ
リ
に
よ
る
検
索
の
実
現
手
法
、
次
節
で
、
後
者
の
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
  

グ
手
法
の
解
説
を
行
う
。
  
 

例
え
ば
、
KD
D－
［
20
00
‥
20
05
］
と
い
う
ク
エ
リ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
KD
D－
と
い
う
文
字
列
に
20
00
  

か
ら
20
05
ま
で
の
数
値
が
連
接
し
た
文
字
列
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
  

S山
阻
Ⅹ
Ar
ra
y上
の
文
字
列
が
辞
書
順
に
並
ん
で
お
り
、
こ
の
辞
書
順
が
、
数
字
文
字
列
に
よ
り
表
現
さ
  

れ
る
数
値
の
大
き
さ
の
服
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
数
値
範
囲
検
索
に
  

お
い
て
、
通
常
の
二
分
探
索
法
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
“
12
0”
で
始
ま
る
接
尾
  

辞
は
、
”
50
”
で
始
ま
る
接
尾
辞
よ
り
も
、
Su
侃
Ⅹ
Ar
ra
yに
お
い
て
上
方
に
配
置
さ
れ
る
（
図
2参
照
）
た
  

め
、
“
12
0”
が
「
“
50
”
よ
り
下
の
範
囲
」
に
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
辞
書
順
に
基
づ
く
通
常
の
二
  

分
探
索
が
、
数
値
の
大
小
比
較
に
基
づ
く
検
索
（
こ
の
場
合
、
“
12
0”
を
、
「
“
50
”
よ
り
大
き
い
、
す
な
わ
  

ち
下
の
位
置
に
あ
る
数
値
」
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
）
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
数
  

値
範
囲
検
索
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
数
字
文
字
列
を
調
べ
、
与
え
ら
れ
た
範
囲
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
調
  

べ
る
。
  
 

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
数
値
範
囲
で
検
索
し
た
際
、
数
値
範
囲
に
後
続
す
る
文
字
列
が
整
列
さ
れ
て
  

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
後
続
す
る
文
字
列
は
、
そ
の
文
字
列
自
体
で
は
な
く
、
  

前
方
の
数
字
の
種
類
に
よ
り
整
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
“
［
50
‥
20
00
］
円
”
と
い
う
ク
  

エ
リ
を
扱
う
場
合
、
ま
ず
最
初
に
数
値
範
囲
“
［
50
‥
20
00
］
”
が
検
索
さ
れ
、
そ
の
後
そ
れ
に
連
接
す
る
  

：
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∴
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ニ
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：
32
  

2 
 

図
1文
’
1：
列
“
AG
E：
32
，
，
に
対
す
る
Su
f7
ix
Ar
l・
ay
  
 

造
の
提
案
、
（
2）
数
値
範
囲
分
割
に
お
け
る
DP
Mモ
デ
ル
に
よ
る
目
的
関
数
と
、
高
速
か
つ
精
度
の
高
い
  

な
推
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
提
案
、
さ
ら
に
、
（
3）
数
値
姫
圃
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
提
案
、
の
  

3つ
で
あ
る
。
  

2
．
S
u
侃
Ⅹ
A
r
r
a
y
と
N
u
m
b
e
r
S
u
f
R
x
A
r
r
a
y
 
 

2
．
1
S
u
用
．
x
A
r
r
a
y
 
 
 

Su
氏
Ⅹ
Ar
r叩
8）
は
、
与
え
ら
れ
た
文
字
列
の
す
べ
て
の
接
尾
辞
を
辞
割
捌
こ
ソ
ー
ト
し
た
整
数
配
列
で
  

あ
る
。
与
え
ら
れ
た
文
字
列
∫
か
ら
、
部
分
文
字
列
β
を
、
0（
神
毎
凶
）
の
時
間
計
算
量
で
発
見
す
る
こ
  

と
が
で
き
る
。
（
こ
こ
で
Ix
lは
文
字
列
xの
長
さ
を
示
す
。
）
Su
fn
xA
rr
ay
は
、
文
字
列
長
と
同
じ
長
  

の
整
数
配
列
を
必
要
と
す
る
た
め
、
整
数
を
32
ビ
ッ
ト
、
各
文
字
を
8ビ
ッ
ト
で
表
現
す
る
と
す
る
と
文
  

字
列
の
4倍
、
文
字
を
16
ビ
ッ
ト
で
表
現
し
た
場
合
は
文
字
列
の
2倍
の
メ
モ
リ
を
必
要
と
す
る
が
、
本
  

研
究
で
は
、
文
字
列
・
Su
侃
Ⅹ
Ar
ra
yと
も
に
メ
モ
リ
上
に
載
っ
て
い
る
こ
と
を
仮
定
す
る
。
こ
れ
は
、
将
  

来
的
に
は
、
Co
mp
re
ss
ed
Su
鮎
＝
Ar
ra
y等
の
省
メ
モ
リ
の
実
装
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
改
善
で
き
る
と
  

考
え
て
い
る
。
  
 

図
1に
、
ぶ
＝
AG
E‥
32
に
対
す
る
Su
侃
Ⅹ
Ar
r町
の
構
築
例
を
示
す
。
図
中
で
は
、
文
字
列
の
配
列
と
  

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
構
築
さ
れ
た
配
列
は
、
も
と
の
文
字
列
へ
の
ポ
イ
ン
タ
の
配
列
と
な
っ
て
  

い
る
。
  
 

ま
た
、
叩
‥
】
で
、
壱
文
字
目
か
ら
始
ま
る
gの
接
尾
辞
（
末
尾
ま
で
の
部
分
文
字
列
）
を
表
す
。
さ
ら
  

に
、
S1
1瓜
Ⅹ
Ar
ra
ys
aに
対
し
、
Sa
の
一
部
の
値
だ
け
を
、
順
序
を
保
持
し
た
ま
ま
取
り
出
し
た
部
分
配
  

列
β
α
′
が
定
義
で
き
る
。
例
え
ば
、
ざ
α
′
＝
【
4，
5，
2】
は
、
β
α
＝
［
4，
6，
5，
1，
3，
2］
の
部
分
配
列
と
な
っ
て
  

い
る
。
部
分
配
列
に
対
し
て
も
、
二
分
探
索
に
よ
っ
て
文
字
列
の
検
索
が
行
え
る
（
部
分
配
列
内
に
あ
る
イ
  

ン
デ
ッ
ク
ス
だ
け
を
対
象
に
検
索
が
行
え
る
）
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
  
 

2
．
2
 
N
u
m
b
e
r
 
S
u
侃
Ⅹ
A
r
r
a
y
 
 
 

我
々
の
提
案
シ
ス
テ
ム
N1
1m
be
rS
u瓜
Ⅹ
Ar
ra
yは
、
Su
伍
Ⅹ
Ar
ra
yに
、
数
値
検
索
の
機
能
を
追
加
  

し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
り
、
以
下
の
2種
類
の
機
能
を
持
つ
。
  

一 票 T －   

★
1【
と
］
で
囲
ま
れ
た
部
分
は
、
「
左
の
数
仙
か
ら
右
の
数
仙
ま
で
の
数
情
職
囲
」
を
示
す
。
  
 



1
0
0
p
e
o
p
l
e
 
‥
・
 
 

10
05
 p
ie
ce
s 
..
. 

1
2
0
 
d
o
l
l
a
r
s
 
‥
．
 
 

5
0
 
d
o
l
l
a
∫
S
．
‥
 
 

図
2 
究
な
る
長
き
の
数
個
文
字
列
の
Su
侃
Ⅹ
Ar
ra
y上
で
の
並
び
の
例
  

5
0
 
d
o
l
l
a
r
s
 
‥
．
 
 

1
0
0
p
e
o
p
l
e
 
‥
・
 
 

1
2
0
 
d
o
l
l
a
r
s
 
‥
．
 
 

1
0
0
5
p
i
e
c
e
s
 
‥
・
 
 

図
3
・
N
u
m
b
e
r
A
r
r
a
y
構
築
の
例
 
 

示
す
。
通
常
の
Su
侃
xA
rr
町
（
図
2参
照
）
と
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
  
 

Su
抗
Ⅹ
Ar
r町
で
は
、
（
接
尾
辞
へ
の
）
イ
ン
デ
ク
ス
は
、
各
接
尾
辞
の
辞
書
順
に
ソ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
  

文
字
列
検
索
は
、
ク
エ
リ
の
各
文
字
を
二
分
探
索
で
発
見
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
  

数
値
範
囲
検
索
も
、
同
様
に
二
分
探
索
で
行
う
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
数
値
範
囲
［
20
00
‥
20
05
］
の
検
索
  

で
は
、
「
20
0D
よ
り
大
き
い
数
値
の
イ
ン
デ
ク
ス
範
囲
」
「
20
05
よ
り
小
さ
い
数
値
の
イ
ン
デ
ク
ス
範
囲
」
  

を
求
め
、
そ
の
重
複
部
分
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
る
。
数
値
が
辞
書
順
で
は
な
く
、
数
値
そ
の
も
の
  

の
値
の
順
で
ソ
ー
ト
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
者
は
数
値
「
20
00
」
を
検
索
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
イ
  

ン
デ
ク
ス
が
求
め
る
範
囲
と
な
り
、
前
者
は
数
値
「
20
05
」
を
検
索
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
小
さ
な
イ
ン
デ
  

ク
ス
が
求
め
る
範
囲
と
な
る
。
  
 

コ
ー
パ
ス
g上
の
N1
1I
nb
er
Ar
r町
Tl
α
は
、
∫
中
の
す
べ
て
の
連
続
す
る
数
字
の
最
初
の
イ
ン
デ
ク
  

ス
を
保
持
し
て
お
り
、
配
列
は
、
各
連
続
数
字
文
字
列
の
表
す
数
値
の
昇
順
で
ソ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
す
な
  

わ
ち
、
通
常
の
Su
抗
Ⅹ
Ar
ra
yの
構
築
・
検
索
が
「
接
尾
辞
の
辞
書
順
で
の
比
較
」
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
  

の
に
対
し
、
Nu
mb
er
Ar
ra
yn
aの
構
築
・
検
索
は
、
「
接
尾
辞
の
数
値
順
で
の
比
較
」
に
基
づ
き
行
わ
  

れ
る
。
  

4．
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
  

Nu
ln
be
rS
uf
Bx
Ar
ra
yは
、
ク
エ
リ
中
で
数
値
範
囲
を
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
検
索
結
果
の
中
の
数
  

字
文
字
列
を
数
値
雛
因
で
表
現
す
る
機
能
も
持
つ
。
こ
れ
は
、
複
数
の
数
字
が
与
え
ら
れ
た
時
、
そ
れ
を
  

最
大
値
と
最
小
値
、
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
20
，
23
，
30
，
35
，
42
，
50
と
い
う
数
字
を
［
20
‥
50
］
と
表
  
 

「
円
」
と
い
う
文
字
列
を
検
索
す
る
。
こ
の
と
き
、
数
値
に
後
続
す
る
文
字
列
の
イ
ン
デ
ク
ス
は
、
そ
の
左
  

の
数
字
文
字
列
に
よ
り
ソ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
後
続
文
字
列
自
体
の
辞
書
順
に
は
整
列
し
て
い
な
い
た
め
、
  

こ
こ
か
ら
二
分
探
索
で
「
円
」
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
数
値
範
囲
を
検
索
し
た
後
、
  

動
的
に
後
続
文
字
列
の
ソ
ー
ト
を
行
う
必
要
が
生
じ
、
こ
の
さ
い
0（
α
lo
gα
）
の
時
間
計
算
量
を
要
す
る
  

（
こ
こ
で
、
α
は
数
値
範
囲
検
索
結
果
の
サ
イ
ズ
。
）
  
 

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
数
値
検
索
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
ク
エ
リ
が
文
字
列
  

β
1．
［
沌
卜
壷
1】
．
恥
【
沌
2‥
祝
♭
2ト
β
れ
（
た
だ
し
、
“
．
”
は
文
字
列
の
連
結
、
翫
と
視
ゎ
た
ほ
整
数
値
と
す
る
。
）
  

例
え
ば
、
ク
エ
リ
ヴ
＝
K
D
D
－
［
2
0
0
0
‥
2
0
0
5
］
に
対
し
て
は
、
β
1
＝
K
D
D
－
，
勒
＝
2
0
0
0
，
壷
1
＝
2
0
0
5
，
 
 

£
2＝
“
”
（
ヌ
ル
文
字
列
）
と
な
る
。
（
た
だ
し
、
乃
＝
2）
・
索
引
配
列
cα
の
初
期
値
を
cα
＝
占
α
（
β
α
は
入
  

力
文
書
全
体
に
対
す
る
S山
阻
Ⅹ
Ar
r町
）
と
設
定
し
、
以
下
の
処
理
を
た
＝
1，
2，
…
，
れ
に
対
し
て
繰
り
返
  

し
行
う
。
  

（
1）
配
列
cα
内
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
か
ら
、
文
字
列
β
た
を
検
索
す
る
（
β
ん
を
接
頭
辞
と
し
て
持
つ
イ
ン
  

デ
ッ
ク
ス
を
二
分
探
索
で
求
め
る
）
。
結
果
の
索
引
範
囲
を
【
ご
…
封
jと
す
る
。
現
に
連
接
す
る
文
  

字
列
か
ら
な
る
新
た
な
索
引
配
列
β
α
2を
抑
胡
＝
Cα
【
ェ
＋
ま
】
＋
‡
ぶ
た
I★
1の
よ
う
に
し
て
作
成
す
  

る
。
Cα
＝
占
α
2と
す
る
。
  

（
2）
β
た
に
連
接
す
る
す
べ
て
の
数
値
を
取
得
す
る
。
こ
れ
は
、
Cα
に
お
い
て
、
文
字
0と
文
字
9を
検
  

索
し
、
結
果
の
索
引
盲
1と
壱
2を
用
い
て
、
去
1≦
ブ
≦
哀
2と
な
る
す
べ
て
の
ブ
に
つ
い
て
、
文
字
列
  

坤
α
2［
か
】
（
位
置
紬
2L
ブ
］
を
先
頭
と
す
る
コ
ー
パ
ス
∫
の
部
分
文
字
列
）
の
先
頭
の
数
字
文
字
列
  

を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
数
値
dが
翫
≦
d≦
祝
も
た
を
満
た
  

し
て
い
れ
ば
、
数
値
の
後
続
文
字
列
へ
の
索
引
毎
を
取
得
し
、
新
た
な
索
引
配
列
β
α
3に
加
え
る
。
  

（
3）
索
引
配
列
β
α
3を
、
坤
α
3【
外
．
】
の
辞
書
順
に
並
べ
、
Cα
＝
β
α
3と
す
る
。
（
（
1）
に
戻
る
。
）
  
 

3．
1N
um
be
rA
rr
ay
  
 

一
般
に
、
上
記
（
2）
に
お
け
る
範
囲
［
わ
…
わ
】
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
（
β
1の
後
に
数
字
が
来
る
  

文
字
列
検
索
結
果
の
み
が
対
象
と
な
る
た
め
）
が
、
£
1が
ヌ
ル
文
字
列
の
場
合
（
す
な
わ
ち
、
「
［
10
‥
20
］
  

歳
」
の
よ
う
に
、
ク
エ
リ
が
数
値
範
囲
で
始
ま
る
場
合
）
に
は
、
文
書
中
の
す
べ
て
の
数
字
が
対
象
と
な
る
  

た
め
、
範
囲
が
非
常
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
と
き
、
【
わ
・
‥
言
2】
の
範
囲
す
べ
て
に
つ
い
て
解
析
を
行
う
と
  

非
常
に
多
く
の
時
間
を
消
費
す
る
。
こ
の
た
め
、
我
々
は
、
N1
1m
be
rA
rr
ay
と
い
う
配
列
を
新
た
に
追
  

加
す
る
。
N■
um
be
rA
rr
町
は
、
テ
キ
ス
ト
中
の
数
字
文
字
列
の
み
を
対
象
に
イ
ン
デ
ク
ス
を
保
持
す
る
  

が
、
そ
の
並
び
は
、
辞
書
順
で
は
な
く
、
数
値
順
に
な
っ
て
い
る
。
図
3
に
、
N
u
m
b
e
r
A
r
r
a
y
の
例
を
 
 

★
1回
は
文
字
列
ぶ
の
長
さ
を
表
す
。
  



Pr
oc
es
sは
、
Cを
積
分
消
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仇
の
ク
ラ
ス
タ
に
確
率
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
  

し
、
こ
こ
で
仇
と
♂
Jは
、
仇
＝
β
Jの
と
き
に
同
じ
ク
ラ
ス
タ
に
入
っ
て
い
る
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
こ
の
  

と
き
、
ユ
：
fと
ご
ノ
も
同
じ
ク
ラ
ス
タ
に
入
っ
て
い
る
と
定
義
す
る
0〔
ち
を
、
β
eJ
l＝
β
亡
ブ
コ
＝
…
 

＝
鮎
弼
Jl
  

と
な
る
よ
う
な
添
字
恥
Cj
2，
…
，
CJ
仰
の
ク
ラ
ス
タ
と
す
る
0ま
た
、
Cを
、
す
べ
て
の
qの
コ
レ
  

ク
シ
ョ
ン
と
す
る
。
  
 

我
々
は
、
正
規
分
布
の
DP
M（
Il
lf
in
it
Ga
us
si
an
Mi
xt
ur
e9
）
と
も
呼
ぶ
）
を
剛
、
る
。
こ
の
モ
デ
  

ル
で
は
、
C。
と
Jは
共
に
正
規
分
布
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
前
者
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
（
平
均
，
分
散
）
）
は
  

（
恥
Jl
）
、
後
者
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
（
仇
，
J2
）
と
書
く
。
す
な
わ
ち
、
Co
＝
〟
（
帖
打
1）
，
ム
＝
〟
（
軋
J2
）
・
  

で
あ
る
。
（
実
行
速
度
の
効
率
化
の
た
め
、
Jl
，
J2
，
／
↓
1は
そ
れ
ぞ
れ
固
定
値
に
設
定
す
る
。
）
こ
れ
に
よ
  

り
、
諾
＝
（
エ
フ
1，
㌃
2，
・
‥
，
㌃
れ
）
と
β
の
結
合
分
布
は
  

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
単
純
に
最
小
値
と
最
大
値
を
  

と
る
だ
け
で
は
、
与
え
ら
れ
た
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
質
を
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
  
 

で
あ
る
。
例
え
ば
、
＜
1，
2，
3，
4，
川
叫
10
01
，
1椚
2＞
と
い
う
数
値
リ
ス
ト
を
［
1‥
10
02
］
と
表
現
  
 

す
る
と
、
1～
4J
OO
O～
10
02
と
い
う
2つ
の
抱
囲
に
数
値
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
落
と
す
こ
  

と
に
な
る
。
ま
た
、
少
数
の
外
れ
値
が
、
数
値
抱
囲
に
影
轡
を
与
え
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
  
 

＜
1，
5仇
51
，
52
，
53
，
54
，
10
00
＞
と
い
う
数
値
リ
ス
ト
を
［
1‥
10
00
］
と
表
現
す
る
と
、
実
際
に
は
多
く
  

の
傾
が
50
～
60
付
近
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
範
囲
は
そ
れ
よ
り
も
遥
か
に
広
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
  
 

れ
ら
の
問
題
は
、
数
値
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
解
決
で
き
る
。
  

4．
1D
ir
ic
hl
et
 P
ro
ce
ss
混
合
モ
デ
ル
を
用
い
た
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
  

提
案
シ
ス
テ
ム
が
対
象
と
す
る
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
問
題
で
は
、
適
切
な
ク
ラ
ス
タ
  

数
が
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、
事
前
に
ク
ラ
ス
タ
数
を
定
め
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
適
し
  

て
い
な
い
。
  

事
前
に
ク
ラ
ス
タ
数
を
定
め
る
必
要
の
な
い
手
法
と
し
て
、
我
々
は
DP
M（
Di
ri
ch
lc
tP
ro
ce
ss
Mi
x－
  
 

tu
re
）
1）
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
剛
、
る
。
DP
Mは
混
合
数
が
異
な
る
浪
合
モ
デ
ル
同
士
の
確
率
を
比
較
す
  

る
こ
と
の
で
き
る
確
率
モ
デ
ル
で
あ
り
、
DP
Mに
よ
り
数
値
ク
ラ
ス
タ
集
合
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
  

】
り
、
最
適
な
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
ク
ラ
ス
タ
数
を
事
前
に
決
め
ず
に
確
率
的
な
指
標
に
よ
り
求
め
る
こ
と
が
  

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
DP
Mに
詳
し
く
な
い
読
者
は
、
本
節
は
飛
ば
し
、
目
的
関
数
（
1）
の
形
の
み
を
確
  

l認
さ
れ
た
い
。
  

入
力
と
し
て
与
え
ら
れ
る
の
は
、
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
∬
1，
・
‥
，
エ
n★
1で
あ
る
。
ま
た
、
各
数
値
3：
iに
  

は
、
隠
れ
パ
ラ
メ
ー
タ
仇
が
付
随
し
て
い
る
と
考
え
る
。
  

Di
ri
ch
le
tP
ro
ce
ss
4）
は
、
確
率
分
布
の
確
率
分
布
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
集
合
（
こ
の
間
題
に
お
い
て
  

は
、
実
数
集
合
）
上
の
離
散
分
布
を
生
成
す
る
。
Gを
Di
ri
ch
le
tP
ro
ce
ss
か
ら
生
成
さ
れ
る
分
布
、
Oi
  

が
Gか
ら
生
成
さ
れ
る
実
数
と
し
、
∬
iは
仇
を
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
持
つ
分
布
か
ら
生
成
さ
れ
る
と
す
  

る
。
す
な
わ
ち
、
  

G㌧
）
j｝
f（
α
，
Co
）
  

飢
～
G 
 

∬
i…
∫
（
仇
）
・
  

Di
ri
ch
le
tP
ro
ce
ss
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
基
底
分
布
G。
と
集
中
度
パ
ラ
メ
ー
タ
α
で
あ
る
。
Di
ri
ch
le
t 
 

酬
＝
芸
品
q卜
1）
！
去
 叩
〈
  

J＝
1 
 

ー
（
∫
。
J－
－
β
j）
2 
 

l 
  

ヽ ノ   

〃   

弼    

2 
 

お
吉
  
 

2J
ぎ
  

と
な
る
。
こ
こ
で
、
我
々
の
目
的
は
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
以
下
の
よ
  

う
に
β
′
を
積
分
消
去
す
る
こ
と
で
問
題
を
単
純
化
す
る
。
（
〃
1＝
0と
設
定
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
  

た
い
。
）
  

lr
■
Jl
  

（
ご
ぐ
jI
  
 

ヰ
去
（
拳
≡
Jl
ト
 お
宣
し
＼
∠
一
…
cJ
lノ
 

l（
1l
  

α
l
ぐ
1
1
 
 

席
 

Ⅲ
（
霊
qト
1）
！
  
 

J書
＋
lq
lJ
ぎ
  
 

旬
崇
＼
「
｝
ノ
ー
▲
′
’
 
刷
）
2 
 

こ
れ
が
最
大
化
す
べ
き
目
的
関
数
（
「
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
の
良
さ
」
）
と
な
る
。
こ
の
関
数
を
J（
C）
と
記
  

述
す
る
。
こ
こ
で
、
後
の
議
論
の
た
め
、
タ
（
q）
を
  
 

2
 
 
t
C
∫
l
 
 

叩
〈
一
新
堅
か
  
  
  
  
  
  
  
 i
＝
1 
 

Jl
  

（
∬
亡
”
  

タ
（
q）
＝
（
lq
卜
1）
！
  

と
定
義
し
、
J（
C）
を
  

鮮
）
＝
  
α
（
n）
、
乃
言
n 
 

J宣
＋
tq
lJ
ぎ
  

ノ
1＋
隋
l（
莞
）
2 
 

JG
I 

⊥
  
  
  
  
タ
（
q）
  

（
1）
  

と
書
き
換
え
る
。
  

4．
2 
ク
ラ
ス
タ
割
り
当
て
の
貪
欲
法
に
よ
る
発
見
  

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
目
的
関
数
（
1）
を
最
大
化
さ
せ
る
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
求
め
る
。
こ
こ
で
、
式
（
1）
  
 

★
1尖
際
に
は
、
訂
1と
し
て
は
、
検
索
結
果
申
の
数
字
文
字
列
を
解
釈
し
た
も
の
の
対
数
を
と
っ
た
結
果
を
川
い
る
。
こ
れ
は
、
数
仙
の
  
 

比
較
に
は
、
差
よ
り
も
比
率
を
川
い
た
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と
い
う
新
前
の
観
衆
結
黒
に
よ
る
。
  



Pα
r±
哀
最
0陀
（
Ⅳ
）
‥
 タ
（
ge
〃
（
Ⅳ
）
）
g（
r豆
g如
（
Ⅳ
）
）
を
最
大
化
さ
せ
る
分
割
ge
∫
t′
（
Ⅳ
）
，
r壱
g最
′
（
Ⅳ
）
を
求
め
  

る
。
も
し
  

α
・
g（
ge
′
亡
′
岬
）
）
g（
頭
巾
′
（
Ⅳ
）
）
≦
g（
Ⅳ
）
，
  
 

な
ら
ば
、
Ⅳ
を
Cに
加
え
る
（
＝
Ⅳ
の
分
割
を
停
止
し
、
Ⅳ
を
結
果
ク
ラ
ス
タ
と
し
て
加
え
る
。
）
・
  
 

さ
も
な
く
ば
、
pα
γ
f五
日
0れ
，
（
ge
Jf
′
（
Ⅳ
）
）
と
pα
rf
壱
如
m（
嗅
直
′
（
Ⅳ
）
）
を
再
帰
的
に
呼
び
出
す
。
  
 

こ
こ
で
、
α
が
タ
（
Je
′
t′
（
Ⅳ
）
）
g（
γ
哀
g最
′
岬
）
）
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
ス
タ
を
分
割
す
る
こ
と
  

に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
数
IC
lが
増
加
し
、
目
的
関
数
（
1）
中
、
α
lC
tの
α
の
累
乗
数
が
増
加
す
る
た
め
で
あ
る
。
  
 

5．
Nu
血
be
rS
u凪
Ⅹ
Ar
ra
yに
よ
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
  
 

Nu
mb
er
Su
侃
Ⅹ
Ar
ra
yの
応
用
と
し
て
、
「
用
例
検
索
」
と
「
同
義
語
抽
出
」
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
マ
  

イ
ニ
ン
グ
に
N－
1m
be
rS
u氏
Ⅹ
Ar
ra
yを
適
用
し
た
例
を
示
す
。
  
 

5．
1用
例
検
索
シ
ス
テ
ム
Ki
wi
  
 

用
例
検
索
Ki
wi
lO
）
は
、
与
え
ら
れ
た
ク
エ
リ
に
「
連
接
し
や
す
い
」
文
字
列
を
提
示
す
る
シ
ス
テ
ム
で
  

あ
る
。
こ
こ
で
「
連
接
し
や
す
さ
」
は
、
Ki
wi
ス
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
ス
コ
ア
関
数
で
定
義
さ
れ
る
。
例
え
  

ば
、
「
＊
処
理
」
と
い
う
ク
エ
リ
★
1に
対
し
て
、
「
情
報
処
理
」
「
知
識
処
理
」
「
自
然
言
語
処
理
」
等
、
「
処
  

理
」
を
右
に
含
む
文
字
列
を
検
索
結
果
と
し
て
返
す
。
Ki
wi
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
「
頻
度
と
長
さ
  

を
考
慮
し
た
ス
コ
ア
付
け
」
と
、
「
分
岐
数
に
基
づ
く
適
切
な
切
れ
目
の
発
見
」
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
連
  

接
文
字
列
tr
ie
（
木
構
造
）
を
探
索
す
る
問
題
で
あ
り
、
こ
の
木
構
造
探
索
は
、
Su
ff
ix
Ar
rq
Tを
用
い
て
シ
  

ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
  
 

Ki
wi
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
N1
1m
be
rS
uf
Rx
Ar
ra
y上
で
実
装
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
値
範
囲
を
用
例
の
  

一
部
と
し
て
抽
出
し
た
り
、
数
値
範
囲
に
連
接
し
易
い
用
例
を
取
得
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
  

毎
日
新
聞
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
用
例
検
索
の
例
を
図
5に
示
す
。
例
え
ば
「
［
3‥
8］
歳
」
と
い
う
ク
エ
  

リ
に
対
し
て
「
息
子
」
「
娘
」
と
い
っ
た
連
接
語
が
取
得
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
［
20
‥
40
］
歳
」
と
い
う
ク
  

エ
リ
に
対
し
て
は
「
男
性
」
「
女
性
」
「
若
者
」
と
い
っ
た
連
接
語
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
  
 

5．
2 
同
義
語
抽
出
  
 

我
々
は
、
Sd
阻
Ⅹ
Ar
r町
を
用
い
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
同
義
語
抽
出
を
提
案
し
て
い
る
11
）
。
こ
の
手
法
で
  

は
、
ク
エ
リ
qの
文
脈
（
qに
連
接
す
る
文
字
列
）
を
S臆
Ⅹ
Ar
ra
yを
用
い
て
取
得
★
2、
さ
ら
に
そ
の
  

後
、
取
得
さ
れ
た
文
脈
に
連
接
す
る
文
字
列
を
逆
方
向
に
検
索
し
て
取
得
す
る
こ
と
で
、
qに
類
似
し
た
言
  

f
b
r
J
＝
O
 
t
o
Ⅳ
－
1
 
 

た
〉
r盲
＝
O 
to
Ⅳ
  

ca
lc
ul
at
e〆
＝
p（
去
，
去
＋
g）
  

払
rJ
＝
豆
to
豆
＋
J 
 

Ca
lc
ul
at
ep
J＝
α
＊
叫
よ
，
J】
＊
灯
［
ブ
＋
い
＋
り
  

en
dた
Ir
  
 

a
r
［
i
，
i
＋
l
］
←
t
h
e
b
e
s
t
v
a
l
u
e
a
m
o
n
g
p
（
a
n
d
p
i
‥
．
i
＋
l
 
 
 

en
d董
br
  
 

en
df
br
  

図
4 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
（
CK
Y）
法
  

は
、
各
ク
ラ
ス
タ
に
対
応
す
る
gを
掛
け
合
わ
せ
た
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
各
g（
q）
  

が
、
q以
外
の
ク
ラ
ス
タ
Cよ
S．
t．
豆
≠
ブ
の
変
化
に
影
響
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
目
的
関
数
∫
は
「
各
ク
  

ラ
ス
タ
q毎
に
9（
q）
を
計
算
し
、
そ
れ
を
後
で
掛
け
合
わ
せ
る
」
こ
と
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
  

本
稿
で
は
、
こ
の
意
味
で
、
こ
の
目
的
関
数
を
「
文
脈
自
由
で
あ
る
」
と
呼
ぶ
。
  
 

最
適
な
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
発
見
す
る
た
め
、
動
的
計
画
法
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
最
適
解
探
索
を
適
  

の
  
→
  

I
 

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
事
法
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
手
法
あ
る
い
は
、
構
文
解
析
に
用
い
ら
  

れ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
の
類
似
性
か
ら
CK
Yア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。
図
4に
詳
細
を
示
す
。
こ
こ
で
  
 

p（
査
，
云
＋
1）
は
C＝
＜
エ
f‥
．
∬
刷
＞
の
場
合
の
g（
C）
の
値
、
α
r拓
J】
は
、
C＝
＜
£
i…
£
プ
＞
の
可
  

能
な
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
の
中
で
最
大
の
gの
値
（
の
積
）
を
格
納
す
る
配
列
で
あ
る
。
  

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
法
で
は
、
托
を
数
値
の
個
数
と
し
た
と
き
に
0（
兜
3）
の
計
算
時
間
を
要
す
る
た
め
、
氾
が
  

大
き
い
場
合
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
る
。
本
研
究
で
の
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
、
検
索
結
果
の
表
示
に
  

用
い
る
た
め
、
高
速
な
応
答
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
我
々
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
高
速
化
の
た
め
、
  

貪
欲
計
算
法
を
用
い
た
近
似
解
法
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
分
割
の
な
い
「
全
要
素
が
一
つ
の
  
 

ク
ラ
ス
タ
」
と
な
る
状
態
か
ら
始
め
、
各
ク
ラ
ス
タ
を
、
そ
の
ク
ラ
ス
タ
の
タ
を
最
大
化
さ
せ
る
よ
う
な
2 
 

つ
の
領
域
に
再
帰
的
に
分
割
さ
せ
て
い
く
（
も
し
分
割
さ
せ
て
も
タ
が
増
加
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
分
割
  

を
停
止
す
る
）
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
各
ク
ラ
ス
タ
の
gは
独
立
で
あ
る
た
め
、
gを
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
  

よ
り
、
目
的
関
数
Jも
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
  

具
体
的
に
は
、
貪
欲
法
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
、
Aを
与
え
ら
れ
た
数
値
全
部
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
  
 

す
る
と
き
、
以
下
に
示
す
関
数
匹
r亡
豆
如
托
（
A）
を
呼
び
出
す
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。
（
Cが
ク
ラ
ス
タ
リ
  

ン
グ
結
果
と
な
る
。
）
  

★
1こ
こ
で
＊
は
、
検
索
し
た
い
文
′
声
列
の
位
置
を
示
す
。
  

★
2こ
の
さ
い
、
左
右
両
方
向
の
文
脈
を
取
得
す
る
た
め
、
服
方
向
と
逆
方
向
（
Re
ve
rs
ed
 S
u代
x 
Ar
ra
y）
の
2つ
の
Su
ff
ix
  
 

Ar
ra
yを
川
い
て
い
る
。
  
 



ク
エ
リ
：
「
［
3‥
8］
歳
の
」
  

（
川
4‥
8】
歳
の
と
き
／
（
瑚
3＝
8】
歳
の
こ
ろ
／
（
3）
［
3‥
81
歳
の
時
に
／
（
瑚
3‥
5】
歳
の
息
子
／
（
5）
【
6‥
邑
】
歳
の
少
女
  

／
（
6）
4歳
の
と
き
か
ら
／
（
7）
r3
‥
5】
歳
の
女
の
子
／
（
郎
4歳
の
と
き
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
／
（
叫
3‥
4】
歳
の
こ
ろ
か
ら
  

母
／
（
10
）
5歳
の
外
国
産
馬
  
 

ク
エ
リ
：
「
r2
0‥
40
】
歳
の
」
  

（
川
20
‥
35
】
歳
の
女
性
／
（
2）
［
20
‥
37
】
歳
の
時
に
／
（
3）
【
21
‥
40
】
歳
の
男
性
／
（
瑚
21
‥
40
】
歳
の
若
さ
で
／
  

（
瑚
26
‥
36
1故
の
ベ
テ
ラ
ン
／
（
6）
【
20
‥
40
1歳
の
と
き
／
（
7）
［
20
‥
呵
歳
の
こ
ろ
／
（
瑚
20
‥
25
】
歳
の
若
者
／
  

（
瑚
20
‥
37
】
歳
の
誕
生
日
／
（
1（
川
20
‥
31
】
歳
の
こ
ろ
  

図
5 
Nu
mb
er
－
Ki
wi
の
出
力
例
。
（
2つ
の
ク
エ
リ
に
対
す
る
右
側
連
接
文
字
列
の
追
い
。
）
  
 

毒
1同
義
語
抽
出
実
験
の
結
果
。
ql
は
10
0．
0に
設
定
。
Av
Pr
ec
は
平
均
粕
踵
（
％
）
、
Ti
me
は
ク
エ
リ
晦
の
平
均
実
行
時
間
  

（
砂
）
を
示
す
。
  

Al
go
r・
it
hm
  

Av
Pr
ec
 T
im
e 
 

Ba
se
li
ne
  

4
0
．
6
6
 
 
2
．
2
9
4
 
 

N
o
C
l
u
s
も
e
r
i
n
g
 
 
4
1
．
3
0
 
1
0
．
2
7
2
 
 

O
u
r
A
l
g
o
r
i
t
h
m
 
4
1
．
6
8
 
 
7
．
8
3
7
 
 

同
義
語
集
合
）
と
い
う
ペ
ア
を
列
挙
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
（
（
CA
PT
，
（
Ca
pt
ai
n）
）
、
（
T／
0，
  

（
Ta
ke
o仔
†
）
等
。
）
ペ
ア
の
数
は
40
4、
各
ペ
ア
に
お
け
る
平
均
同
義
語
数
は
1．
92
で
あ
っ
た
。
精
度
測
定
に
  

お
い
て
は
、
fを
ク
エ
リ
と
し
て
用
い
同
義
語
候
補
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
取
得
し
、
g（
f）
内
の
言
葉
が
高
い
ラ
ン
  

ク
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
。
具
体
的
に
は
、
各
ク
エ
リ
毎
に
平
均
精
度
（
雛
er
ag
ep
re
Ci
si
on
）
3）
  

を
計
算
し
、
全
ク
エ
リ
の
av
er
ag
ep
re
ci
si
on
の
平
均
を
と
っ
て
全
体
の
精
度
と
す
る
。
シ
ス
テ
ム
の
返
  

し
た
同
義
語
候
補
ラ
ン
キ
ン
グ
を
（
cl
，
C2
，
…
，
Cn
〉
と
し
、
正
解
同
義
語
集
合
を
∫
＝
（
β
1，
β
2，
…
，
‡
と
す
  

る
と
き
、
平
均
精
度
は
、
  

孟1芸
れr膵
eCぬ
（た
），
   

と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
こ
こ
で
pr
ec
ね
永
m（
た
）
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
た
候
補
に
お
け
る
正
解
率
（
正
  

解
と
全
体
候
補
数
の
比
率
）
で
あ
り
、
γ
ん
は
、
た
番
目
の
候
補
が
正
解
（
＝
∫
に
含
ま
れ
る
）
の
と
き
1 
 

を
、
不
正
解
の
と
き
0を
と
る
変
数
で
あ
る
。
  
 

6．
2 
結
果
：
同
義
語
抽
出
精
度
  
 

提
案
手
法
の
平
均
精
度
を
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
（
通
常
の
Su
侃
Ⅹ
Ar
r町
を
用
い
た
場
合
）
と
、
No
－
  

Cl
us
te
ri
ng
（
Nu
mb
er
Su
軋
Ⅹ
Ar
ra
yを
用
い
る
が
、
数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
用
い
な
い
場
合
）
と
  

比
較
す
る
。
  
 

表
1に
結
果
を
示
す
。
Nu
mb
er
Su
fR
xA
rr
ay
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
0．
6ポ
イ
ン
ト
の
、
さ
ら
に
  

数
値
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
用
い
る
こ
と
で
0．
4ポ
イ
ン
ト
の
精
度
向
上
が
確
認
さ
れ
た
。
  
 

し
か
し
な
が
ら
、
平
均
実
行
時
間
は
、
通
常
の
Su
紀
Ⅹ
Ar
r町
を
用
い
た
場
合
と
比
べ
、
3．
5～
4．
5倍
  

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
速
度
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
数
値
範
囲
か
ら
始
ま
る
検
索
を
制
限
す
る
  

（
こ
れ
は
例
え
ば
、
「
in
lO
，
00
0」
の
よ
う
な
文
脈
を
禁
止
し
、
「
in
lO
，
00
0托
」
で
な
け
れ
ば
採
用
し
な
い
  

等
の
制
約
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
）
等
の
措
置
に
よ
る
速
度
向
上
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
  

れ
る
。
  
 

6．
3 
結
果
：
シ
ス
テ
ム
の
速
度
及
び
精
度
  
 

次
に
、
シ
ス
テ
ム
自
体
の
精
度
・
速
度
を
測
定
す
る
。
検
索
の
速
度
測
定
の
た
め
、
前
節
の
同
義
語
抽
出
  
 

柴
を
取
得
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
U・
S・
」
の
右
文
脈
と
し
て
「
ar
In
y」
が
取
得
さ
れ
、
「
ar
l－
1y
」
の
左
に
  
 

連
接
す
る
文
字
列
と
し
て
「
Am
er
ic
a，
s」
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
Am
er
ic
a，
s」
が
「
U．
S．
」
の
  

同
義
語
候
補
と
し
て
取
得
さ
れ
る
。
こ
の
手
法
は
、
一
般
的
な
べ
ク
ト
ル
空
間
モ
デ
ル
を
用
い
た
同
義
語
取
  

得
手
法
に
比
べ
や
や
劣
る
精
度
な
が
ら
、
「
単
語
の
み
」
「
名
詞
の
み
」
と
い
っ
た
従
来
の
同
義
語
抽
出
に
お
  

け
る
候
補
語
へ
の
制
約
を
必
要
と
し
な
い
、
適
用
範
囲
の
広
い
手
法
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
通
常
の
候
補
  

話
0 
l文
脈
語
と
 霊
  

して
、数
値範
囲を
利用
でき
るよ
うに
する
。た
とえ
ば、
rlO
名」
r15
名」
「2
0名
」と
いっ
た文
 I「
 

脈
語
を
自
動
的
に
［
10
‥
20
］
名
」
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
文
脈
お
よ
び
取
得
で
き
る
同
義
語
候
  

補
の
カ
バ
ー
率
を
向
上
さ
せ
る
。
  

6．
実
  

験
  

Nu
mb
er
S1
1f
Rx
Ar
ra
yの
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
へ
の
有
用
性
を
示
す
た
め
、
同
義
語
抽
出
の
文
脈
  
 

抽
出
に
N
u
m
b
e
r
S
u
m
x
A
r
r
a
y
を
利
用
し
た
場
合
の
精
度
の
変
化
を
調
べ
る
。
 
 

6．
1ベ
ン
チ
マ
ー
ク
課
題
  

実
験
に
は
、
（
株
）
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
所
蔵
す
る
航
空
安
全
情
報
文
書
を
用
い
た
。
使
  

用
し
た
文
書
集
合
の
サ
イ
ズ
は
6．
1M
By
te
で
あ
り
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
実
装
は
Ja
va
，
実
験
は
、
In
te
l 
  

Co
re
So
lo
U1
30
0（
1．
06
GH
z）
プ
ロ
セ
ッ
サ
＋
2G
バ
イ
ト
の
マ
シ
ン
上
で
行
っ
た
。
N1
1m
be
rA
rr
ay
  
 

の
サ
イ
ズ
、
順
方
向
、
逆
方
向
そ
れ
ぞ
れ
の
Nu
mb
er
Su
fR
xA
rr
ay
毎
に
60
，
76
6で
あ
っ
た
。
  

正
解
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
同
様
に
（
株
）
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
同
義
語
  

辞
書
を
使
用
し
、
性
能
を
測
定
し
た
。
同
義
語
の
例
と
し
て
は
、
日
本
語
と
英
語
の
表
記
の
違
い
の
ほ
か
、
  
 

「
LD
G」
と
「
la
nd
in
g」
の
よ
う
な
短
縮
形
等
が
あ
る
。
同
義
語
辞
書
は
、
（
t，
S（
t）
）
（
t瀾
語
、
S（
t）
：
tの
  



蓑
2 
数
楢
簡
掴
ク
エ
リ
に
対
す
る
検
索
時
制
（
秒
）
。
Nu
nl
St
ar
tは
数
個
推
囲
を
先
頭
と
す
る
ク
エ
リ
、
No
tN
um
St
．
ar
tは
数
情
  

職
囲
を
先
頭
と
し
な
い
ク
エ
リ
を
嘉
す
【
 

Al
go
ri
th
m 
 

Nu
mS
ta
rt
, 
hT
ot
Nu
mS
t.
ar
t 

ra
yを
提
案
し
た
。
提
案
シ
ス
テ
ム
は
、
Su
凪
Ⅹ
Ar
ra
yに
よ
る
数
値
検
索
と
、
DP
Mに
よ
る
数
値
ク
ラ
  

ス
タ
リ
ン
グ
を
機
能
と
し
て
持
つ
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
へ
の
応
用
と
し
て
、
数
値
範
囲
を
用
い
  

た
同
義
語
抽
出
及
び
連
接
語
抽
出
の
例
を
示
し
、
数
値
範
囲
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
同
義
語
抽
出
精
度
が
  

向
上
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
漢
数
字
を
含
む
数
値
同
義
語
の
扱
い
等
が
挙
げ
ら
  

れ
る
。
  
 

謝
辞
 本
研
究
の
一
部
は
、
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所
と
の
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
  

参
 考
 文
 献
  

1
）
A
n
t
o
I
l
i
a
k
，
C
・
E
・
：
M
i
x
t
u
r
e
s
o
f
D
i
r
i
c
h
l
e
t
P
r
o
c
e
s
s
e
s
w
i
t
h
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s
t
o
 
B
a
y
e
s
i
a
n
 
 
 

No
np
ar
am
et
ri
cP
ro
bl
em
s，
me
An
na
ls
of
St
at
is
ti
cs
，
Vo
l・
2（
6）
，
pp
・
11
52
，
11
74
（
19
74
）
・
  
 

2
）
B
l
e
i
，
D
．
M
・
a
n
d
J
o
r
d
a
n
，
M
・
Ⅰ
・
：
V
a
r
i
a
t
i
o
n
a
l
I
n
f
b
r
e
n
c
e
f
b
r
D
i
r
i
c
h
l
e
t
P
r
o
c
e
s
s
M
i
x
t
u
r
e
s
，
 
 

β
叩
eβ
云
α
氾
A乃
α
gy
β
五
∫
，
Vo
l・
1（
1）
，
pp
・
12
1－
14
4（
20
06
）
・
  
 

3
）
C
h
a
k
r
a
b
a
r
t
i
，
S
・
＝
M
i
n
i
n
g
t
h
e
 
W
e
b
：
D
i
s
c
o
v
e
r
i
n
9
K
n
o
w
l
e
d
9
e
P
T
O
m
H
y
p
e
r
i
e
x
t
D
a
t
a
，
 
 
 

M
o
r
g
a
n
－
K
a
u
h
a
n
n
P
u
b
l
i
s
h
e
r
s
（
2
0
0
2
）
・
 
 
 

4
）
F
e
r
g
u
s
o
n
，
T
・
S
・
：
A
B
町
e
S
i
a
n
A
n
a
l
y
s
i
s
o
f
S
o
m
e
N
o
n
p
a
r
a
m
e
t
r
i
c
P
r
o
b
l
e
m
s
，
m
e
A
n
－
 
 

れ
α
ね
0′
∫
£
α
f豆
β
ま
官
cβ
，
Vb
l・
1（
2）
，
pp
・
20
9－
23
0（
19
73
）
・
  
 

5
）
F
o
n
t
o
u
r
a
，
M
・
，
L
e
m
p
e
l
，
R
・
・
，
Q
i
，
R
・
a
n
d
Z
i
e
n
，
J
・
Y
・
：
I
n
v
e
r
t
e
d
I
n
d
e
x
S
u
p
p
o
r
t
f
c
u
－
N
u
－
 
 
 

me
ri
cS
ea
rc
h，
In
ie
rn
et
Ma
th
em
at
ic
s，
Vo
l．
3（
2）
，
pp
．
15
3－
18
6（
20
06
）
・
  
 

6
）
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
，
H
・
D
・
＝
F
a
s
t
s
e
a
r
c
h
f
b
r
D
i
r
i
c
h
l
e
t
p
r
o
c
e
s
s
m
i
x
t
u
r
e
m
o
d
e
l
s
，
P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
o
f
t
h
e
l
l
t
h
 
 
 

Jけ
い
7川
／
．
り
仙
J「
加
l／
川
、
7－
√
・
＝
け
J．
・
l‖
小
川
iJ
JJ
巾
／
JJ
〃
′
・
／
岬
J川
√
J・
ヾ
…
／
油
…
い
l／
・
ヾ
T・
lT
lギ
ノ
、
l〉
い
・
  

83
－
90
（
20
07
）
．
  
 

7
）
J
a
i
n
，
S
・
a
n
d
N
e
a
l
，
R
・
M
∴
S
p
l
i
t
t
i
n
g
a
n
d
m
e
r
g
i
n
g
c
o
m
p
o
n
e
n
t
s
o
f
a
n
o
n
c
o
n
j
u
g
a
t
e
 
 

D
i
r
i
c
h
l
e
t
p
r
o
c
e
s
s
m
i
Ⅹ
t
1
1
r
e
m
O
d
e
l
）
T
e
c
h
n
i
c
a
l
R
e
p
o
r
t
O
5
0
7
，
D
e
p
t
・
O
f
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
）
U
n
i
－
 
 
 

ve
rs
it
yo
fT
or
on
to
（
20
05
）
・
  
 

8
）
M
a
n
b
e
r
，
U
・
a
n
d
 
M
y
e
r
s
，
G
・
：
S
u
触
A
r
r
a
y
s
：
A
 
N
e
w
 
M
e
t
h
o
d
払
r
 
O
n
－
1
i
n
e
 
S
t
r
i
n
g
 
 
 

S
e
a
r
c
h
e
s
，
P
r
o
c
e
e
d
i
n
9
S
O
f
t
h
e
j
；
r
s
t
A
C
M
－
S
I
A
M
S
y
m
p
o
s
i
u
m
o
n
D
i
s
c
r
e
t
e
A
1
9
0
r
i
t
h
m
s
，
 
 
 

pp
．
31
9－
32
7（
19
90
）
・
  
 

9
）
R
a
s
m
u
s
s
e
n
，
C
・
E
・
：
T
h
e
i
l
血
1
i
t
e
G
a
u
s
s
i
a
1
1
m
i
Ⅹ
t
u
r
e
m
O
d
e
l
，
A
d
l
，
a
n
C
e
S
i
n
N
e
u
r
a
l
I
n
－
 
 
 

ル
rァ
乃
α
如
乃
Pr
oc
eβ
β
五
㍑
タ
伽
孟
e7
叫
Jβ
兢
Co
†
垂
re
乃
Ce
，
Ⅳ
肝
∫
Jタ
甥
pp
・
55
4－
56
0（
20
00
）
・
  

1
0
）
T
a
n
a
k
a
－
I
s
l
l
i
i
，
K
・
a
n
d
N
a
k
a
g
a
w
a
，
H
・
：
A
M
u
l
t
i
l
i
n
g
u
a
l
U
s
a
g
e
C
o
n
s
1
1
1
t
・
a
t
i
o
n
T
o
o
l
b
a
s
e
d
 
 
 

o
n
I
I
l
t
e
r
n
e
t
S
e
a
r
c
h
i
l
l
g
－
M
o
r
e
t
h
a
n
S
e
a
r
C
h
e
l
l
g
i
n
e
，
L
e
s
s
t
h
a
l
l
Q
A
，
P
r
v
c
e
e
d
i
n
9
S
O
f
t
h
e
 
 
 

J押
1加
古
e門
lα
如
陀
α
gⅣ
肝
gd
Ⅳ
よ
de
Ⅳ
eむ
Co
†
癖
re
れ
Ce
、
「
Ⅳ
Ⅳ
Ⅵ
増
㈲
5ノ
，
pp
・
36
3－
37
1（
20
05
）
・
  

1
1
）
ヽ
b
s
h
i
d
a
，
M
・
，
N
a
k
a
g
a
w
a
，
H
・
a
l
l
d
T
e
r
a
d
a
，
A
・
：
G
r
a
m
－
F
t
e
e
S
y
n
o
n
y
m
E
x
t
r
a
c
t
i
o
n
v
i
a
 
 

S1
1鎧
Ⅹ
Ar
r町
S，
Pγ
－
OC
ee
d宜
叩
9イ
兢
e爪
）
視
rま
ん
Aβ
盲
α
坤
rT
Tも
α
如
托
月
ef
r五
e－
ノ
α
J∫
ym
po
5五
祝
す
n 
  

「
AJ
月
∫
2β
〝
β
ノ
笹
Ⅳ
C∫
イ
ク
ク
礼
pp
・
28
2－
29
1（
20
08
）
▲
  
 

Ba
se
li
11
e 
 

16
9．
50
1 
 

0．
71
1 
 

W／
Nu
mb
er
Ar
ra
ys
 1
2・
87
  

0・
63
2 
 

扶
el
il
10
0d
の
合
．
汁
。
  

表
3 
数
肺
ク
ラ
ス
々
り
ン
ゲ
の
′
走
行
睦
l川
r紗
）
丹
び
各
ク
ラ
ス
タ
割
り
当
て
の
lo
g 
 

Al
go
ri
も
hm
  

Ti
me
 T
ot
al
Lo
gL
ik
el
ih
oo
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C
K
Y
（
b
a
s
e
l
i
n
e
）
1
0
2
・
6
3
8
 
 

－
16
80
21
・
7 
 

Gr
ee
dy
  

O・
17
0 
 

－
16
81
42
・
2 
 

実
験
の
際
に
Nu
mb
er
Su
凪
Ⅹ
Ar
ra
yへ
の
ク
エ
リ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
文
字
列
を
保
存
し
、
実
験
の
た
  

め
の
ク
エ
リ
集
合
と
し
た
。
ク
エ
リ
集
合
か
ら
、
数
値
範
囲
を
含
む
ク
エ
リ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
40
0個
（
右
  

文
脈
用
の
20
0個
と
、
左
文
脈
用
20
0個
）
選
択
し
、
そ
れ
ら
の
検
索
速
度
を
測
定
し
た
。
各
文
脈
の
20
0 
 

個
中
、
10
0個
を
数
値
範
囲
を
先
頭
と
す
る
ク
エ
リ
（
表
中
“
N1
11
nS
ta
rt
”
）
、
10
0個
を
そ
れ
以
外
の
ク
エ
  

リ
（
表
中
“
No
tN
um
St
ar
t”
）
、
と
な
る
よ
う
選
択
し
た
。
  
 

ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
の
性
能
測
定
の
た
め
、
前
節
の
同
義
語
抽
出
実
験
中
に
実
際
に
ク
ラ
ス
タ
リ
  

ン
グ
を
行
っ
た
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
存
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
サ
イ
ズ
が
  

の
  

∽
 5
0以
上
10
00
以
下
に
な
る
も
の
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
10
00
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
選
択
し
た
。
平
均
サ
イ
ズ
は
  

I
 

98
．
9と
な
っ
た
。
上
限
の
10
00
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
CK
Y）
の
実
行
時
聞
及
び
躇
メ
  

モ
リ
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
た
め
の
制
限
で
あ
り
、
下
限
の
50
は
、
少
な
い
要
素
数
で
は
自
明
な
ク
ラ
  

ス
タ
リ
ン
グ
が
多
く
な
り
、
精
度
の
追
い
が
不
当
に
小
さ
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
設
定
し
た
。
  

表
2に
実
行
時
間
の
比
較
を
載
せ
る
。
Nu
mb
er
Ar
ra
yを
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
値
範
囲
を
先
  

頭
と
す
る
ク
エ
リ
（
Nu
nl
St
ar
t）
の
検
索
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
表
か
ら
わ
か
る
通
  

り
、
Nu
mS
ta
rt
の
検
索
時
間
は
、
No
tN
11
mS
ta
rt
の
検
索
時
間
よ
り
も
大
幅
に
長
い
た
め
、
Nu
n1
bc
r 
  

Ar
r町
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
短
縮
す
る
こ
と
が
数
値
範
囲
検
索
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
  

ま
た
、
表
3に
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
結
果
の
比
較
を
載
せ
る
。
貪
欲
法
が
、
CK
Y法
に
比
べ
極
め
て
高
  

速
に
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
全
体
の
lo
gl
ik
el
i主
10
0d
を
  

比
較
す
る
と
、
両
者
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
結
果
の
差
は
非
常
に
小
さ
く
、
こ
の
た
め
、
貪
欲
法
は
、
CK
Y 
 

法
に
比
べ
、
高
速
か
つ
精
度
の
あ
ま
り
落
ち
な
い
手
法
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
  

7
．
お
わ
り
に
 
 

テ
キ
ス
ト
中
の
数
値
表
現
に
対
す
る
マ
イ
ニ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
検
索
シ
ス
テ
ム
Nu
mb
er
Sl
lf
Rx
Ar
－
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